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肥育豚舎から発生する臭気の特徴とその対策技術 

［要約］ヒトの嗅覚で最も強く感じる豚舎から発生する臭気物質は「ノルマル酪酸」であり、汚

れの程度が異なる豚舎から発生する臭気の違いは嗅覚で明確にわかる。また、水を利用した

簡易な低コスト臭気対策により「ノルマル酪酸」は 50～70％減少する。 
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［背景・ねらい］ 

 養豚業を振興するためには重要な課題である臭気問題を解決する必要がある。そこで、異な

る汚れの豚舎から発生する臭気の比較により管理の重要性を示す。また臭気物質の水への吸

着作用を利用した低コストで簡易な臭気対策により、豚舎臭気の軽減を図る。 

［内容］ 

１ 汚れが少ない豚舎と多い豚舎を比較すると、いずれもノルマル酪酸の臭気濃度注が最も高

いこと、またノルマル酪酸の発生比がヒトの嗅覚による官能評価の臭気濃度の発生比とほぼ

一致することから、ヒトが最も強く感じる物質はノルマル酪酸である（図１、表）。 

２ 汚れが少ない豚舎と多い豚舎の臭気の発生比は約８倍であり、ヒトの嗅覚で違いが明確に

わかることから、畜舎内を清潔に保つことで臭気の発生量は大幅に低減できる（図１、表）。 

３ 水道圧で利用可能な園芸用散水資材（Ｓ社製）を豚舎と平行に豚舎内部に１列、豚舎外

部に２列、床面から２ｍの高さに設置し、水を噴霧（噴霧量：資材１ｍあたり 0.2L/min）すること

で、ノルマル酪酸はおよそ 50％削減できる（図２）。 

４ 水を利用した臭気除去装置（主な稼働条件：資材の充填厚 400mm、水をスプレーノズルに

より 9L/ m2･minで充填材の表面に噴霧、装置内部の臭気通過速度は2m/s、水はポンプでく

み上げて循環利用）により、ノルマル酪酸は装置通過前後で約 70％除去できる（図３）。 

５ 内容２～４の組み合わせ利用により、より高い臭気軽減効果が得られる。 

［導入効果］ 

豚舎から発生する臭気が減少する。 

［導入対象］ 

臭気対策を必要とする養豚経営の肥育豚舎 

［留意点］ 

１ 豚房内を清潔に保つため、除ふん、飼育密度の適正化、温度管理等をおこなう。 

２ 豚舎内への水の噴霧は、汚水量が増加するため、浄化槽の管理に留意する。 

３ 水の噴霧での臭気削減率は、風速 0.15m/s、豚舎から 10m の位置で測定した値である。 

４ 臭気除去装置 1 機あたりのプロペラファンと水くみ上げポンプの稼働による消費電力量は

0.4kWh、水使用量は 1.2～7.5L/h である。 

５ 臭気除去装置内の水は循環利用のため粘度が徐々に高まり、充填材への噴霧が不均一と

なるため、適宜水を全交換する。実証試験では約３週間の間隔で交換を実施した。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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図１ 汚れが少ない豚舎（上）と    

汚れが多い豚舎（下） 

注 臭気濃度：臭気のある気体をヒトの嗅覚で感じられなくなるまで無臭の空気で薄めたときの希釈倍数 

図２ 市販散水資材と設置の概要 

図３ 臭気除去装置の概要 

充填材

水 水の流れ
空気の流れ

主な材料（用途）
・３Dメッシュ（充填材・除霧資材）
・プロペラファン（75㎝工場扇）
・水タンク（100L）
・Lアングル（装置フレーム）
・ポリカプラダン（充填塔外装）
・FRPキット（水受け）
・水中ポンプ（水くみ上げ）
・ACアダプター（ポンプ電源）
・スプレーノズル（水の散布）
・耐圧ホース（水配管）
・塩ビパイプ（水配管）
・タイマー電源（装置の自動化）
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表 汚れが少ない豚舎と多い豚舎の臭気濃度注  

汚れが
少ない豚舎

汚れが
多い豚舎

発生比
豚舎間
の比較

ノルマル酪酸 316 3,442 10.9 ＊＊

プロピオン酸 18 156 8.8 ＊

イソ吉草酸 14 184 13.1 ＊＊

ノルマル吉草酸 34 1,068 31.5 ＊＊

アンモニア 69 35 0.5

硫化水素 2 2.5 1.3

官能評価 144 1,174 8.1 ＊＊

ｔ検定による有意差（＊：5％水準，＊＊1％水準）


